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R2THBの強磁場磁化過程

R2Tl.Bの磁化過程は,希土類イオンの異方性や遷移金属イオシとの相互作用を知るうえ

で重要である｡今回我 々はeasy-plane型のフェリ磁性体であるGd2Co∴B,ErZFel._xAユェB.

Er-2Fel._XCoxBの磁化測定を4.2Kで50-60T まで行 った｡サンプルはあらかじめ室温で磁

場 をかけモーメン トを揃 えたパ ウダーサ ンプルをエポキシ樹脂で固めたものである｡

ど.氏.deBoerによって35T までの磁化過程は知 られていたが,今回さらに高磁場でフェリ

磁性の磁気構連の変化が観測された｡

Gd2Co1.8については､揃えたモーメントの向きに対 して平行 と垂直に磁場をかけて60T

まで測定 した (図 1)｡モーメン トに平行に磁場をかけると53T付近で磁化曲線の傾きが

大 きく増加 しているのが観測された｡これをNatsuuraらのモデル 事にあてはめることによ

り.分子場係数が9.5T･f.u/ ILBと求まる｡またモーメントに垂直に磁場をかけると磁化

曲線は緩やかに上昇 して38T付近で平行方向の磁化曲線 と交わっているのが観測された｡

Er2Fe1.-xAIxB,ErZFel.-xCo,LBにつ いてはモ ーメ ン トの向 きに平行 に50T の磁場

をかけて測定 し,今回 x-0で新 たに43T での磁化曲線の とびか観測された｡図 2は

Er2Fel._XAlxBについての結果 であるが.AlやCGの濃度を上げると自発磁化の減少 と

ともに磁化曲線のとびが低趨場に移行するのが観測された｡またAlの濃度をⅩ-2にする

と2つ目の とびが観測された｡現在我 々はこのような磁化曲線を希土類イオンによる

easy-plane内の4次または 6堺の異方性を考慮することにより解析を進めている.

*N.Natsuura et.al J.Phys.Soc.Jpn.46 (1台79)1031.
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